






























































































































































































































































































































































































































祠官が中心となって催されたとされる「石消水社 合」 詠であるが、「説姑射の山」の語が の
で、
やはり上品である後烏羽































































































































































































































































































































































春」（後烏羽院御集・正治後度百 ・祝言·一九六）「万代と御津の浜風捕さえてのどけ 波に氷ゐにけり」（同・千五百番 合・祝五首•四七四） 賀茂 や山吹く風はのどかにて神の誓ひも頼
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もし
の枇や
J
(同・賀茂上社三十首·雑·―二五三）等、
海内無
事を寿ぐ体の歌が屡々見られる。
後烏羽の天皇在位期間（寿永二[-マ八一
11]
-建久九
[l
―九
八])は、
源平争乱から鎌倉都府の成立を経
て、
内乱が終息し平
和を回復した時期であったが、
院政開始数年後の、
院がこれらの
歌を詠んだのは、
やがて「上皇が九条家·近衛家といった質族の
•み
ならず、
鎌倉将軍までも従え、
上皇の独裁下に朝政の安定がみ
られ」(16)、
また「圧倒的な院の優位のもとに、
公武関係は、
除
和・協調の時期 迎え」(17ーることになろうとして
いる時期であ
った。
院は、
理想的な御代を自ら実現する意志を持って先の歌々
を詠んでいたと思われるのであり、
問題の判歌最終歌も、
実用歌
にして遊戯的な作であり、
通背の詠歌とは事情が異なるにせよ、
それと同一の思考で詠まれたと想像されるのである。
こうして本稿では、
後烏羽院の判歌最終歌について、
その表現
の分析を試み、
院がr千五百番歌合
j
の判詞の場で治世の安寧を
言挙げする意図が那辺にあったのかを指摘してみた。極めて限定された視点からの考察に終始してしま
い、
今回の指摘が他の折句
判歌とどう関連 かにまでは論述が及ぱず、
また、
折句判歌
を後烏羽院の詠歌活動の中にどう位骰づける という問題が残されている。
これらの課題について
は、
いずれ稿を改めて論じる
こととした 。
注(l)安井重雄「「千五百番歌合j定家判詞について」浅田徹•藤平
泉絹「古今集
新古今集の方法
j
笠問密院、平成ニハ年l0月）。
(2)峯岸義秋「歌合の研究」（三省盆、
昭和二九年一0月！復刻版
パルトス社、平成七年八月）第五椛第
i章二「判者の骨法ー批
評的方法」。
(3)塚本邦雄「新古今新考ー断崖 美学l 花曜社
昭和五六年一
0月）。
(4)谷山茂「やさしく蛇ー複合美についての一試論ー」（谷山茂著
作集一「幽玄』角川書店、
昭和五七年四月）・有吉保「るやさ
しクの美ー後鳥羽院論」（『國文學」第一五巻第一三
号、
昭和四
五年lO月↓ 新古今和歌集の研究統篇 笠間魯院、平成八年三月）等。また、
目崎徳衛「史伝後鳥羽院」（吉川弘文館、
平
成一三年―一月）承の巻その一一「『新古今集 成る」には、「院は判詞の冒頭に（中略）批評は苦手だからさと弁明したが、
内
心で 、
和淡の詩歌・散文を縦横に引用して沿々数百酋を連ね
る顕昭のようなペダンチックな流偽を那橡して、「歌はもっと感性の自由な拗きではないのか」と問うているように思われる。（中略）それにしても奇抜な「祈句」とは院 持ち前の遊ぴ心の現われで、
それは和歌勅撰の完了を待ちかねたかの様に狂連
歌に熱狂する前兆だったと 酋えよう」とある。
(5)拙稿「「千五百番歌合」の後瓜羽院判歌考
J
(「岡山大学大学院
文化科学研究科紀要」第七号、平成― 年＝
1一月）。
(6)田野慎二「後島羽院「千五百番歌合
J
折句判の試みー番の歌と
の呼応に注目してー」 「人間研究論輯
j第二号、平成十五年三月）。
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(7)「干五百番歌合」の本文の引用は
、新
編国歌大観により｀
適宜、
有吉保『千五百番歌合の校本とその研究
j
（風間由房、
昭和四
11一年四月）を参照した。
以下、
本稿においては、
特に断りのな
い限り、勅撰集・私撰集・歌合・定数歌等の本文の引用は、
新
編国歌大観
に拠っている。「後鳥羽
院御集」の本文
の引用は、
寺島恒世『後鳥羽院御集」（和歌文学大系24、
明治杏院、平成
九年六月）による。「万葉集
jの本
文は新編8本古典文学全集、「玲
衡」「荀子」の本文は新釈漢文大系による。
ただし、
表記等は
私に改めている。
(8)寺島恒世「後鳥羽院御兆
J(前掲）の当眩歌脚注は、
慈円歌を
参考歌に指摘する。
なお、
八木意知男「儀礼和歌の研究
J(同
肘令、平成十年九月）には、
釣りする翁にたぐえて世の平安を
歌う歌が大苔会和歌に見られ ことを指摘し、
漢栢との関述を
論じておられる。
(9)寺島恒世「後島羽院「内宮百首
j
考—奉納の意味をめぐってー」
（片野達郎楼「日本文芸思潮論」桜楓社、
平成三年三月）、
ま
た阿氏
「後鳥羽院御集」（前掲）当該歌脚注は、
良経の「この
ごろは関の戸ささずなりはてて道ある世 ぞ立ちかへるぺき」
（秋篠月消集九四一
1-／老若五十首歌合・雑・ニ百十九番右）を
参考歌に指摘する。
(10)吉田茂「経衡集全釈」（凧間害房、平成一四年三月）。(11)この歌は『後島羽院御
集」には収戟されない「詠三十首和歌」
（東山栂文血蔵浪箪、
引用は「戻翰英部
第一冊」による）の
うちの一首。
樋口芳麻呂氏は、「詠三十首和歌」
は後鳥羽院が
元久元年(―二0四）五月 春8社に奉納した作であると推測
し、「春日社三十首
j
と呼んでおられる（「後鳥羽院」
日本歌人
講座4「中世の歌人11j弘文裳、
昭和三六年三月）。樋口氏の
見解は現在でも通説となっているので（大野顧子「後鳥羽院泰納和歌孜！元久元年奉納一二十首群における詠作態度—」「明治大学大学院文学研究論集」第 0号、平成一こ空一月、寺烏恒世「王者の〈抒情〉歌ー後鳥羽院の奉納＿二十首歌の性格—」「国語と国文学
j
第八一巻第五号、
平成一六年五月）、
本稿におい
てもそれに従う。
(12)前田雅之「日本意認の表象—日本・我国
の風
俗・「公
J
秩序」（和
歌をひらく第一巻 和歌 力」岩波柑店、
平成一七年一0月）。
同論文では、
この通親歌のように中国と対比して日本の優位性
を歌う和歌はほとんど類例を見
ず、
通親以前は皆撫であり、
一
般的には詠まれない風情の和歌であっただろうことが指摘されている。
(13)久保田淳「新古今歌人の研究」（東京大学出版会、
昭和四八年
三月）第三篤第二章第四節二「正治初度百首」
(14)あきの月めぐりてすめるのぺの露かざれる玉をちさとにぞ敷く
（六百十四番判歌「雨の勝ち」）↓参考歌「更級の山の高檄に
月さえて碗の雪はちさとにぞ敷く」（秋篠月済集七四六／正治
→ 
初度百首•秋•四五0)。
みねの月きよき光にかりは来てつば
さにかかるかぜぞさぴしき（六百六十一番判 「右勝つか」）↓参考歌「常世いでし旅の衣や初雁のつばさに
かかる峰の白
震」（秋篠月消集七四二／正治初度百首・秋•四四六）。
(15)上横手雅敬「鎌倉時代政治史研究」（吉川弘文館、平成三年六月）。(16)上横手
雅敬
「日
本中世政治史研究
j
（昭和四五年五月）。
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